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木をいか して

住まい手の顔が見える家づ 〈 |リ
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“ムグ'と聞いて、あなたは何を思い浮かべますか?

純真無垢のムク、白無垢のムク、無垢な
`こ
のムク…、

どのムクも、まじりけのないもの、純粋なものをあらわしています。

同じように、木材でいう無垢材も天然のままの木材のこと。
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しょうもの

木片を貼りあわせた集成材や合板とはちがうため、正物 とも呼ばれています。

そんなムクの木だけがもつ魅力というものがあります。

手と足に伝わる温もりのある素材感、

けっして同じものがない木目や風合いの炒、

快迪な空気環境をつくる細胞の構造や働き、などです。

それらを今一度見直すことで、合理性、機能性に走りがちだった

今の時代の住まいづくりに、

きっと、うるおいややさしさを取り戻すことができるはず。

木でプラスαは、木で暮らすα。

あなたやあなたの家族だけのプラスαの創り方を

一緒に考えていきましょう。
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木の働 き。

室内の内装にムクの本を使えば、

いろんな効果が生まれます。

調湿効果●
木は湿度が高いと水分を吸収し、仏ヽヽ

と水分を吐き出すので、室内のジメジ

メや乾燥が緩和されます。

1保温性●
木にふれていても体温が奪われにく
いため、人場でも木の床や壁はヒン

ヤリ感がありません。

リラックス効果d,
本の香りにはフィトンチッドという物質が

含まれていて、森林浴と同様に脳のリラ

ックスをうながします。

木は仏音、高音、中音と、吸快音域に

かたよりが少なく、音楽を聰いたり会話

をしたりするのに適した素材です。

弾力性lF
木は迪度な弾性があるため、床材と

して歩きやすく、転倒してもカラダに

受ける衝撃が緩和されます。

高比強度 」IF
本は軽いため、重さあたりの強度で

はコンクリートや鋼材よりも数倍高い

強さを発揮します。

エコ効果●
木を使いつづければ、その本が吸収し

たC02(炭 酸ガス)が 空気ヤに教山

ム良

l

2

されることがなくエコロジーです。
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あ な た の 暮 ら し 方 を 自 由 に 描 い て み て く だ さ い 。
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住まいづくりとはもともと、地域に根ざした仕事

でした。それが大手メーカーの全国展開にとも

ない画一的な建材や工法で建てるマニュアル

化されたものにかわっていきましたGしかしヽ 地

域には地元産の木材を使い、ゆずれないポリ

シーをもって住まいづくりを実践している会社

がまだまだあります。そんなつくり手の人たちに

会って、意見を交換してみることが大切です.

住まいを建てることを決めてから、実際に住み

はじめるまで、約1年半かかるといわれていま

す[その間、住まい手はつくり手と協働作業を

重ねていくことになります。安心して任せられ

る相手か, こちらの要望を一方的に受け入
れるのではなく、専門家の立場から適切なア

ドバイスをしてくれるか? などの視点からベス

トなパートナーを選定します3
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海の見える木のデッキで休日はゆっくリブランチを楽しみたい。

室内に木をいっぱい使って森林浴のようにウッドシャワーをあびてみたい。

街中にあっても土や緑とふれあう時間を持ちたい。

あなたの家族はこれからどんな風に暮らしていきたいですかつ

住まいを1建てることは、暮らしを創ること。

まずは、創造力ゆたかに日々の生活をイメージしてみてください。

そして、そんな頭の中のイメージをカダチにしてくれるのがつくり手たちの仕事。

住まいづくりはパートナ~ンップを大切にした協慟作業なのです。

そして、一緒に創り上げてきたという意識があるからこそ、

住まいができあがったときにお互いが手をとって喜びあうことができるのでしょう。

`・

■‐

ばくぜんとしたイメージから始まって、間

取りのラフスケッチ、設計から施工へと、

住まいづくりは段階をへて進んでいきま

す。人の数だけ、住まいのカタチはあり、

住まいづくりとは、まさに家族の夢を創り

上げていくことにはかなりません。いろん

なことに悩みながらも、そんな過程を楽

しむ余裕がほしいものです。
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暴実:くなつたの(しよ    vl x多嗜び戻してくれ

碍凛盤ャ鑑撤ボですね

念願の住まいが完成しても、それ

はゴールではなく、新しい暮らしの

出発点c家族が集う居心地のいい

居間、心おきなくくつろげる自分だ

けの部屋、友人をもてなす素敵な

客問…cそれぞれのスペースを舞

台にその日から新しい暮らしを思

いきり楽しんでください。

4

贄
でヽ

Fr

澪
滅

羅
♂
警

幸、 写 等

‐
,,1ll!11'=''

「
攣
仁仄ず

■
■
一■
■
■
「
―

一
　

‐
●

●

■

　

―

●
―

．

目

々
の
暮

ユ

を
楽
●
む

1

―■
‐
■

k」

量`

ヽ L

儡

建
て
る
の
で
は
な
く
創
る



家族構成:ご夫婦と子供2人

構造:木造2階建て

延べ床面積:100.93だ

施工期間:平成19年 7月～12月
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地 場 産 のスギ とヒノキが つ くりだす 自然 体 の 時 間 、

家 族 の こだわ りをじっくりと熟 成 させ た住 まい 。

三方の窓から陽光がふりそそぐキッチン。 木の香りと開放感にあふれる学習コーナー

炉壇をしつらえた和室は将来、

教室としての活用も。
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大
き
な
ハ
リ
と
天
丼
の
造
作
が

ア
ク
セ
ン
ト

最
初
ぼ
や
け
て
い
た
要
望
が
、
つ
く
り

手
と
話
し
合
い
を
重
ね
る
う
ち
に
は
っ

き
り
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
語
る
Ｓ

さ
ん
一家
ｃ
求
め
て
い
た
の
は
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
表
現
で
き
る
家
、
そ
し
て
昔

な
が
ら
の
木
や
石
な
ど
の
自
然
素
材
を

使
っ
た
日
本
的
な
家
で
し
た
。
そ
ん
な

住
ま
い
手
の
こ
だ
わ
り
に
対
し
て
つ
く

り
手
が
意
識
し
た
こ
と
は
、
職
人
に
よ

る
手
仕
事
の
あ
と
を
実
感
し
て
も
ら

え
る
こ
と
。
中
で
も
木
の
使
い
方
に
は
こ

だ
わ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
同
じ
し

ず
お
か
優
良
木
材
の
中
で
も
、
柱
は
富

士
ヒ
ノ
キ
、
ハ
リ
は
ス
ギ
と
使
い
分
け
て

変
化
を
だ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
木
を

前
面
に
出
す
の
で
は
な
く
、
壁
を
大
壁

に
し
て
あ
え
て
床
と
天
丼
面
だ
け
木

を
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
暮
ら
し
方
を

考
え
抜
い
た
間
取
り

吹
き
抜
け
の
居
間
に
は
、
ど
っ
し
り
と

し
た
味
わ
い
の
あ
る
大
き
な
ハ
リ
が
わ

た
り
、
子
供
達
の
大
好
き
な
プ
ラ
ン
コ
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
さ
ま
は
お
茶

や
生
け
花
の
師
範
で
も
あ
る
た
め
、
将

来
、
和
室
を
教
室
と
し
て
使
う
場
合
を

想
定
し
、
居
間
を
通
ら
ず
土
間
か
ら
直

接
和
室
へ
上
が
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
２
階
は
吹
き
抜
け
を
か
こ
む
よ
う

に
寝
室
と
子
供
部
屋
、パ
ソ
コ
ン
が
置
か

れ
た
家
族
共
用
の
学
習
コ
ー
ナ
ー
が
配

置
さ
れ
、
空
間
的
に
１
階
と
２
階
と
の

連
続
性
が
た
も
た
れ
て
い
ま
す
。
部
屋

の
間
取
り
や
仕
様
に
将
来
を
見
こ
し

た
細
や
か
な
配
慮
が
息
づ
い
て
い
て
、
ま

さ
に
家
族
と
と
も
に
成
長
す
る
住
ま
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

広
）

玄関から土間を通って和室に直接上がれる。

ベランダやポーチにも木を使い街並みに映える外観。
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鍛造作家が手がけた鉄のフレームが階段を彩るき
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自分たちのオリジナリティをだしたい

りも自然素材で

開放感あふれる中央の吹き抜け

先 した未来型の間取リプラン
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家族構成:ご夫婦と子供3人

構造:木造2階建て

延べ床面積■47.4d

施工期間:平成19年 10月 ～平成20年 3月

っ、れた
Wさん一家  静岡県藤枝市

ベランダから明るい日差しがふりそそぐ2階の子供部屋

ふ とした ときに感 じる自然 との 一 体 感 、

四 季 を通 じてや さしい 気 持 ちです ごしてい ける。

周囲の気配がわかる閉鎖的ではない玄関へのアプローチ。 山のみずみずしい息吹が感じられるロケ~ンヨン.

′‐ヽヽランタ、
‐rノキ、玄関サl、 1■‖、111‐ ■など、外 |||||)に も本を多用

住
ま
い
は
家
族
と
と
も
に

成
長
す
る
も
の

家
族
の
時
間
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
人

が
集
ま
る
楽
し
い
暮
ら
し
を
か
な
え
た
い
と

思
っ
て
い
た
Ｗ
さ
ん
ご
一家
。
何
度
も
打
合
わ

せ
を
か
さ
ね
て
、
じ
ぶ
ん
た
ち
の
想
い
を
つ

く
り
手
に
伝
え
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
受
け

る
中
で
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
か

れ
た
と
の
こ
と
。
で
き
あ
が
っ
た
住
ま
い
の
前

に
立
つ
と
、
玄
関
前
の
庭
に
は
家
族
が
足
を

は
こ
ん
で
植
木
屋
さ
ん
か
ら
購
入
し
た
シ
ラ

カ
シ
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
枝
が
風
に
ゆ
れ
、
や
が

て
緑
が
濃
く
な
る
芝
の
じ
ゅ
う
た
ん
で
子
供

た
ち
が
飛
び
は
ね
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ん

で
く
る
よ
う
で
す
。
家
の
裏
手
に
は
数
台
分

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
、
い
ず
れ
は
カ

ー
ポ
ー
ト
や
物
置
へ
と
か
た
ち
を
変
え
、
家

の
構
え
が
で
き
あ
が
つ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

つヽ
。

家
族
が
参
加
す
る

住
ま
い
づ
く
り
　
　
　
　
，

最
初
か
ら
つ
く
り
手
の
中
に
あ
っ
た
の
が
、

家
族
も
つ
く
り
手
の
一員
だ
と
い
う
意
識
。

設
計
段
階
だ
け
で
な
く
、
施
工
の
一部
工
程

に
も
家
族
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
完
成
し
た
住
ま
い
は
空
間

の
す
み
ず
み
ま
で
手
づ
く
り
感
が
生
ま
れ
、

木
や
和
紙
な
ど
の
自
然
素
材
が
奏
で
る
や

さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
大
井
川

産
の
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
柱
と
ハ
リ
に
よ
っ
て
、

木
の
架
構
の
美
し
さ
と
力
強
さ
を
表
現
す

る
と
と
も
に
、
床
の
ム
ク
材
が
肌
ざ
わ
り
の

良
さ
を
、
壁
や
天
丼
の
木
が
調
湿
性
を
生
み

だ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
ん
な
感
性
的
な

要
素
に
く
わ
え
て
、
生
活
し
や
す
い
導
線
、

採
光
や
通
風
と
い
っ
た
機
能
的
な
側
面
も
し

っ
か
り
と
お
さ
え
ら
れ
、
や
さ
し
さ
と
住
み

や
す
さ
を
両
立
さ
せ
た
住
ま
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。

太陽光をヽ かヽした快通さの工夫

自然素材の上手な使い方

家族も住まいづくりの一員として参加

すべてにこだわりが息づく愛
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Kさ ん一家  静岡県浜松市

バーベ キューをしている庭 か ら1階 の室 内へ、
笑 い声 が爽 やかな風 といっしょに通 り抜 けていく。
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家族構成:ご夫婦と子供2人

構造:木造2階建て

延べ床面積:109.791lrf

施工期間:平成20年 5月～11月＋
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友人が多ヽヽのでみんなでくつ

室内に満ちる自然未材のやさしさ

人

と

人

と

の
き

ず

な
を

深

め
る

来
客
が
多
い
の
で
、
み
ん
な
で
く
つ
ろ
げ
る

家
に
し
た
か
っ
た
、
と
話
す

Ｋ
さ
ん
ご
一

家
。
ご
主
人
は
サ
ー
フ
イ
ン
が
趣
味
と
い
う

こ
と
で
、
休
日
に
は
行
動
派
の
お
仲
間
が

集
ま
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
つ
く
り
手
が

提
案
し
た
の
が
、
天
然
乾
燥
を
と
り
い
れ

た
地
元
産
の
天
竜
ス
ギ
の
活
用
で
し
た
。

こ
れ
を
床
材
や
天
丼
に
使
っ
て
調
湿
性
を

ひ
き
だ
す
と
と
も
に
、
蓄
熱
性
の
あ
る
土

壁
を
採
用
。
ま
さ
に
自
然
の
息
吹
が
感
じ

ら
れ
る
空
間
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
庭
に

面
し
た
居
間
に
は
木
製
建
具
の
サ
ッ
シ
を

組
み
入
れ
、
濡
れ
縁
も
設
け
ま
し
た
。
ご

主
人
が
サ
ー
フ
イ
ン
か
ら
帰
っ
て
き
た
と

き
に
、
こ
の
濡
れ
縁
か
ら
直
接
、
浴
室
に
い

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

空
気
循
環
フ
ア
ン
に
よ
る

自
然
の
空
調

１
階
に
は
廊
下
を
つ
く
ら
ず
、
視
界
的
な

さ
え
ぎ
り
を
な
る
べ
く
な
く
し
て
開
放
感

を
演
出
。
同
時
に
部
屋
の
戸
を
引
き
戸
に

し
て
風
通
し
を
良
く
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
玄
関
、
階
段
下
、
居
間
、
台
所
、
洗
面

所
と
い
っ
た
要
所
に
は
造
り
付
け
の
収
納

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
、
す
っ
き
り
と
暮
ら
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
二
年
を
通

じ
て
快
適
性
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
、

と
い
う
課
題
に
つ
く
り
手
が
提
案
し
た
の

が
基
礎
断
熱
工
法
。
こ
れ
は
夏
は
約
２８

℃
、
冬
は
約
１８
℃
と
い
う
床
下
の
空
気
を

循
環
フ
ァ
ン
を
使
っ
て
室
内
に
送
り
こ
む

方
式
で
、
な
る
べ
く
冷
暖
房
に
頼
ら
な
い

生
活
が
実
現
し
ま
し
た
。
Ｋ
さ
ん
ご
一家

の
自
然
素
材
と
暮
ら
す
家
は
、
ま
さ
に
地

元
の
木
材
と
職
人
の
腕
が
活
か
さ
れ
た

好
例
と
い
え
ま
す
。

庭では青空の下でバーベキュー

屋内でも屋外でも楽しい時間が過ごせる

げ
」

呼

まさにウッドシャワーのような木の息吹に満ちた室内。 グレーとホワイトのコントラストが鮮やかなモダンな外観。

10

地元の天竜スギがふんだんに活かされた床や天丼。
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